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お知らせ２月

催
し

第
９
回
東
和
図
書
館
ま
つ
り

（
入
場
無
料
）

■
開
催
日
　
３
月
２
日
㈯

■
場
所
　
東
和
図
書
館

■
内
容

○
午
前
９
時
30
分
開
館

・
大
正
琴
の
演
奏

・
絵
画
・
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・
短
歌

　

華
道
教
室
等
の
生
涯
学
習
グ
ル

　

ー
プ
に
よ
る
作
品
展
示

・
本
・
日
用
雑
貨
品
等
の
リ
サ
イ

　

ク
ル
市

○
午
前
９
時
45
分
～
10
時
45
分

 

・
お
は
な
し
の
会
ポ
ン
ポ
コ
に
よ

　

る
読
み
聞
か
せ

○
午
前
10
時
45
分
～
11
時

 

・
森
野
読
書
会
に
よ
る
ぜ
ん
ざ
い

　

の
お
接
待

○
午
前
11
時
～
11
時
45
分

・
な
ぎ
さ
ク
ラ
ブ
に
よ
る
簡
単
工

　

作
○
午
前
11
時
45
分
～
正
午

・
ビ
ン
ゴ
大
会

※
リ
サ
イ
ク
ル
市
に
出
し
て
い
た

だ
け
る
不
用
品
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
東
和
図
書
館
に
ご
寄
贈
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
東
和
図
書
館

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
０
６
２
９

先
人
の
旅
（
史
跡
め
ぐ
り
）

参
加
者
募
集

　

健
康
増
進
・
ふ
る
さ
と
の
再
発

見
を
兼
ね
て
、
橘
・
大
島
地
区
の

史
跡
を
散
策
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

　

３
月
20
日
㈬　

春
分
の
日

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

　
（
雨
天
の
場
合
は
雨
具
を
ご
用

意
く
だ
さ
い
。）

■
集
合　

　

久
賀
農
業
者
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
前
（
午
前
８
時
45
分
集
合
）

■
見
学
地

　

橘
民
俗
資
料
館
、
長
尾
八
幡
宮
、

志
駄
岸
神
社
な
ど
（
バ
ス
と
徒
歩

で
移
動
）

■
案
内
役

　

金
本
豊
先
生

　
（
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
）

■
参
加
資
格　

　

小
学
生
以
上
の
方

　
（
小
学
生
低
学
年
は
保
護
者
同
伴
）

■
定
員　

25
人

■
申
し
込
み
締
切
日　

　

３
月
11
日
㈪

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

■
参
加
費
　

　

１
０
０
０
円

　
（
昼
食
代
含
む
）

■
主
催　

　

周
防
大
島
町
文
化
振
興
会

　

久
賀
支
部

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

久
賀
公
民
館

☎
０
８
２
０
（
７
２
）
２
２
７
１

島
の
く
ら
し
を
お
す
そ
わ
け

～
春
コ
ー
ス
～

○
み
か
ん
缶
詰
づ
く
り

・
日
時
　
３
月
３
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

・
場
所
　
農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー

児　童　巡　回　相　談　
◆日　　時　３月 19 日㈫　午前 10 時～午後４時

◆場　　所　たちばなケアプラザ
◆相談内容　18 歳未満の児童に係る育成相談、障害相談、養護相談、
　　　　　　非行相談、その他児童養育上困っていること
◆相 談 員 　 岩 国 児 童 相 談 所 　 児 童 福 祉 司 ・ 児 童 心 理 司
◆定　　員　４名　※要予約・先着順
◆申し込み・問い合わせ　福祉課　☎０８２０（７７）５５０５

「
母
推
は
笑
顔
の
子
育
て
を
応
援
し
て
い
ま
す
」

　
　
周
防
大
島
町
母
子
保
健
推
進
協
議
会
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
島
支
部
長
　
山
本
美
津
子

　

私
た
ち
母
子
保
健
推
進
員

（
母
推
）
は
、
町
か
ら
委
託
を
受

け
、
妊
婦
さ
ん
や
乳
幼
児
が
い

る
家
庭
を
訪
問
し
た
り
親
子
交

流
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

今

年
度
は｢

す
く
す
く
育
て
よ
う 

き
ん
ぎ
ょ
っ
子｣

を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に｢

親
子
の
絆
づ
く
り 

～
心

が
け
よ
う 

笑
顔
で
子
育
て
～｣

を
目
標
に
子
育
て
に
つ
い
て
学

び
な
が
ら
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

昨
年
の
研
修
会
で｢

乳
幼
児

期
に
心
を
育
て
る
大
切
さ｣

と

い
う
講
演
の
中
で
、
お
母
さ
ん

や
家
族
が
笑
顔
で
語
り
か
け
る

こ
と
や
肌
と
肌
と
を
ふ
れ
あ
い

な
が
ら
、
子
ど
も
に
接
す
る
こ

と
が
大
切
だ
と
い
う
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
五
感
を

通
じ
た
関
わ
り
で
子
ど
も
は
愛

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
、
自

尊
心
が
め
ば
え
親
子
の
信
頼
関

係
が
育
ま
れ
る
そ
う
で
す
。
子

育
て
は
、
い
ろ
い
ろ
と
大
変
で

す
が
愛
情
を
も
っ
て
接
す
る
こ

と
で
、
親
子
の
絆
が
深
ま
る
と

思
い
ま
し
た
。

　

訪
問
や
交
流
会
等
で
、
親
子

が
笑
顔
で
楽
し
そ
う
に
し
て
い

る
姿
を
見
る
と
私
た
ち
母
推
も

う
れ
し
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
地
域
の
親
子
の
方
々
、
笑

顔
の
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
母

推
み
ん
な
で
、
子
育
て
を
応
援

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
大
島
地
区
で
は
赤
ち
ゃ
ん

マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
地
域
全

体
で
子
育
て
の
応
援
が
で
き

る
よ
う
、
子
ど
も
た
ち
の
紹

介
を
行
っ
て
い
ま
す
。


